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Ⅴ．特記事項 

 

1．特別支援教育実践研究センター 

平成 27（2015）年 4月 1日に、教育・医学・心理分野の専任教員を中心に、特別支援

教育に関する研究・研修・相談の情報発信基地として、特別支援教育実践研究センターが

開設された。障がいのある子どもとその保護者への相談支援機能、教員をめざす学生と現

職教員への研修機能、特別支援教育の理論及び実践研究機能をもったセンターである。こ

うした特別支援教育に特化したセンターは大阪府内で唯一であり、教育委員会や学校教員

と連携協力しながら、大阪府の特別支援教育を支えている。具体的には、大阪府教育庁と

の連携研修「特別支援教育コーディネーターアドバンス研修」を 17年間継続し、大阪府

内の特別支援教育コーディネーター養成に貢献している。また、通常学級における授業の

UD 化実践への指導・助言、保護者や学校を対象とした発達相談（発達・知能検査、不登

校等の相談）は、来談及びメール相談を合わせると年間 200 件以上となっている。 

 

2．博物館 

 博物館は、昭和 53（1978）年 12月に創設され、昭和 58（1983）年には大学博物館とし

て大阪府内では初めて「博物館相当施設」の認定を受けた。その後、平成 11（1999）年に

は学園創立 90周年記念施設として大幅な増築が行われ、博物館活動としての収集・保管・

調査研究及び公開に加え、学芸員資格を取得するための実習施設としても機能している。 

展示室は 1 階に 209.32m2を確保し、原則として春と秋に特別展を開催しており、令和 4

（2022）年度秋季展で 93 回を迎える。平成 20（2008）年度から秋季展については大学の

特色を出すべく、各学科の持ち回りで開催している。また、特別展に伴う公開講座は 110

回、博物館刊行の報告書は 69冊を数え、研究機関や大学図書館、各地の教育委員会等へ送

付している。 

 なお、博物館の 4階には恒温恒湿保管庫（67.88m２）を設置し、収蔵品は古文書資料、考

古資料及び民俗資料が中心となっている。 

 

3．点検・評価への学生の参画  

学生代表者会議は、平成 30（2018）年より、自己点検・評価活動に学生の意見を反映さ

せるため、毎年開催しており、当日は、各学科から選出された代表学生が 8人、大学は、

学長以下、関係教職員が参加し、本学の自己点検評価書を基に、カリキュラム内容・学修

方法、学生サービス、キャリア支援、教育環境等の現状について、学生と活発な意見交換

を行っている。また、意見交換の結果は、大学ホームページを通じて社会へ公表している。 

本学ではより効果的な FD（Faculty Development）活動の実践を目指し、平成 30（2018）

年度より教職員と学生が組織する「学生教育改善会議」を設置している。学長、副学長、

大学院各研究科長、各学部長、教務部長、大学事務局長ならびに各学科・専攻において選

出された代表学生（学生委員）各 1人が出席し、学生による FD活動の検証のほか、日常的

な授業や教育環境、カリキュラム等に関する意見交換を実施している。会議報告は HP に公

開するとともに FD報告書にも掲載している。 

 


